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1.  平成25年5月期の業績（平成24年6月1日～平成25年5月31日）

(2) 財政状態

(3) キャッシュ・フローの状況

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年5月期 8,690 △5.1 502 △15.1 530 △14.9 361 64.6
24年5月期 9,158 0.8 591 △21.8 624 △20.7 219 △43.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年5月期 58.53 ― 5.1 5.0 5.8
24年5月期 32.66 ― 3.2 6.1 6.5

（参考） 持分法投資損益 25年5月期 ―百万円 24年5月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年5月期 10,862 7,428 68.4 1,245.94
24年5月期 10,280 6,877 66.9 1,089.19

（参考） 自己資本 25年5月期 7,428百万円 24年5月期 6,877百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年5月期 749 △266 △204 2,213
24年5月期 493 △281 △294 1,935

2.  配当の状況
年間配当金 配当金総額

（合計）
配当性向 純資産配当

率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年5月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00 79 36.7 1.2
25年5月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00 73 20.5 1.0
26年5月期(予想) ― 6.00 ― 6.00 12.00 39.7

3. 平成26年 5月期の業績予想（平成25年 6月 1日～平成26年 5月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 4,300 △7.3 110 △66.8 120 △66.3 70 △67.7 11.74
通期 8,600 △1.0 270 △46.3 300 △43.5 180 △50.2 30.19



※  注記事項
(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年5月期 7,000,000 株 24年5月期 7,000,000 株
② 期末自己株式数 25年5月期 1,038,185 株 24年5月期 685,357 株
③ 期中平均株式数 25年5月期 6,178,308 株 24年5月期 6,724,509 株

※ 監査手続の実施状況に関する表示
この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続が実施中です。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
上記の予想は、本資料の発表日現在における将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、実際の業績は、今後種々の要因によって予想

数値と異なる場合があります。
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(１)経営成績に関する分析

当期におけるわが国経済は、昨年末の政権交代によりデフレ脱却に向けた積極的な金融緩和政策に対する期待

感から、円安・株高が進行し、民間消費の堅調さや輸出の持ち直しが見られ、また、大型補正予算執行による経

済刺激効果等も期待されますが、当面は緩やかな回復に留まるものと予想されます。

板紙事業におきましては、市況全般が弱含みで推移するなか、期の後半から製品価格競争が収益を圧迫する厳

しい状況で推移しています。

こうした状況のなか、当社は経営全般にわたるコスト低減に総力を結集する一方、需要に見合った生産レベル

の維持と適正な製品価格の実現に努めました。

各セグメントの概況は次のとおりであります。

○板紙事業

当事業関連では、需要が軟調に推移し、販売数量が減少したことにより、売上高は 百万円(前期比

％減)となりました。

○美粧段ボール事業

当事業関連では、医薬品関連品や青果物関連品が増加しましたが、通信機器関連品等が減少し、売上高は

百万円(前期比 ％減)となりました。

この結果、当期の売上高は 百万円(前期比 ％減)、営業利益は 百万円(同 ％減)、経常利益は

百万円(同 ％減)、当期純利益は前期の投資有価証券評価損88百万円の反動減、法人税等調整額の負担減

143百万円等により、 百万円(同 ％増)となりました。

(次期の見通し)

次期の見通しについては、国内景気の先行きが不透明であり、また、紙の国内需要の大幅な回復が見込めない

中、原燃料価格も上昇傾向にあるなど外部環境は厳しさを増すことが予想されます。

こうした認識のもと、当社といたしましては、現状の需要に見合った生産体制の維持、適正な製品価格の確保

に加え経営の効率化を追求し、継続的な収益の確保に努めてまいります。

このような施策のもと、平成26年５月期の業績は売上高 百万円、営業利益 百万円、経常利益 百万

円、当期純利益 百万円を見込んでおります。

(２)財政状態に関する分析

総資産は、 百万円で前期末の 百万円に比べ、 百万円増加いたしました。内訳としては流動資

産が 百万円の減少、固定資産が 百万円の増加であります。

流動資産減少の主な要因は、売掛金 百万円の減少であります。また、固定資産増加の主な要因は、株価変

動に伴う投資有価証券 百万円の増加であります。

負債は、 百万円で前期末の 百万円に比べ、 百万円増加いたしました。内訳としては流動負債が

百万円の減少、固定負債が 百万円の増加であります。

流動負債減少の主な要因は、支払手形 百万円の減少であります。また、固定負債増加の主な要因は、繰延

税金負債 百万円の増加であります。

純資産は、 百万円で前期末の 百万円に比べ、 百万円増加いたしました。主な要因としては繰越

利益剰余金 百万円の増加であります。

当期のキャッシュ・フローは、営業活動で得た資金 百万円のうち、 百万円を投資活動で使用し、 百

万円は配当金の支払などの財務活動に使用しましたので、当期末における現金及び現金同等物の残高は 百

万円となりました。

自己資本比率 自己資本÷総資産

時価ベースの自己資本比率 株式時価総額÷総資産

債務償還年数 有利子負債÷営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ 営業キャッシュ・フロー÷利払い

・株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。

・営業キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用しており

ます。

１．経営成績・財政状態に関する分析

7,203 5.8

1,487 1.6

8,690 5.1 502 15.1

530 14.9

361 64.6

8,600 270 300

180

10,862 10,280 582

74 656

311

581

3,434 3,402 31

149 181

331

152

7,428 6,877 550

285

749 266 204

2,213

平成23年５月期 平成24年５月期 平成25年５月期

自己資本比率(％) 67.2 66.9 68.4

時価ベースの自己資本比率(％) 22.2 18.7 22.1

債務償還年数(年) － － －

インタレスト・カバレッジ・レシオ － － －
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(３)利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

利益配分につきましては、株主に対し安定的に配当を継続することを基本方針とし、将来の企業体質の強化を

図るため内部留保の充実を考慮しつつ、業績等を総合的に勘案し、株主に対する利益還元を実施して行きたいと

考えております。

内部留保金の使途につきましては、生産設備増強・更新、品質改善、省力化及び生産性向上対策等の投資に充

てる考えであります。

この配当方針に基づき、株主の皆様への利益還元のため当期の期末配当につきましては、１株当たり６円を予

定しており、中間配当６円とあわせた年間配当金は前期と同じ１株12円を予定しております。

(４)事業等のリスク

①国内需要の減少及び市況価格の下落

当社の事業分野別売上高は、板紙事業約８割、美粧段ボール事業約２割の構成となっております。いずれの

事業も内需型であり、国内景気の影響を大きく受けます。国内景気の後退による需要の減少や市況価格の下落

が生じた場合には、当社の経営成績及び財政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

②原燃料購入価格の上昇

当社が購入する原燃料価格に関しては、主原料の古紙は中国・アジア地域と国内需給動向によって、主燃料

の天然ガスは国際市況によってそれぞれ価格が変動し、購入価格が上昇した場合には、当社の経営成績及び財

政状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

③災害による影響

当社は災害による影響を最小限にとどめるため万全の対策をとっておりますが、自然災害、事故等の不測の

事態が発生した場合には、生産能力の低下や製造コストの増加等により、当社の経営成績及び財政状態に悪影

響を及ぼす可能性があります。

当社の企業集団(当社及び当社の関係会社)は当社(株式会社岡山製紙)と王子ホールディングス株式会社(その他の

関係会社)から構成されており、当社は中芯原紙・紙管原紙を主体とした板紙と美粧段ボールの製造、販売を主たる

事業としております。

当社と関係会社の当該事業に係る位置付けは次のとおりであります。

その他の関係会社の王子ホールディングス株式会社の100％子会社である森紙販売株式会社及び佐賀板紙株式会社

とは、当社製品の販売取引を行っております。

また、当社の監査役岡﨑彬氏が代表取締役社長の岡山ガス株式会社とは、産業用ガスの購入取引を行っておりま

す。

[事業系統図]

以上述べた事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。

２．企業集団の状況
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(１)会社の経営の基本方針

当社は、板紙分野では中芯原紙・紙管原紙を、パッケージング分野では美粧段ボールをそれぞれ製造販売して

おり、主として中国地域を営業基盤として事業活動を展開しております。

当社は秩序ある競争の原理と公正の原則をつらぬく経営活動を基本姿勢とし、今後ますますグローバル化が加

速する環境に対処するため、社会環境の変化に対応し顧客から信頼される企業を目指した活動を展開するととも

に、企業の社会的責任を自覚し、環境と共生する循環型社会の実現のため環境対策の一層の強化に取り組み、持

続可能な企業体質の確立と企業価値の向上に努めてまいります。

(２)目標とする経営指標

特に定めておりません。

(３)中長期的な会社の経営戦略

当社は、平成20年度より新たな中期経営計画を策定し、厳しい経営環境のなか成熟した国内市場において持続

可能な成長を続けるため、次のような重点課題に取り組んでおります。

企業が成長するために不可欠な要件は営業力であり、営業力強化のためには、業界構造の変化に対応し、顧客

ニーズに合ったきめ細かなサービスや品質の信頼性にもとづき適正な価格で製品を販売する営業体制の確立が不

可欠であります。同時に内部生産体制の整備と生産効率の向上、品質の維持向上、加えて企業の永遠の課題であ

りますコスト競争力の強化などの諸施策の実践によって、収益性を高め企業価値の向上を図ってまいります。

次に世界的な問題である環境については、資源リサイクル型企業として社会に貢献する一方、エネルギー多消

費型産業である当社は、これからも地球温暖化対策問題を含めた環境負荷低減のため、重点課題として環境改善

に取り組み、環境との調和を図り、社会的要請に応えることが企業の使命と受け止め、これらの課題に向けて活

動を推進してまいります。

さらには、コンプライアンスをはじめとする社会規範を遵守した行動をとるため、自律的行動規範を定めた企

業倫理行動指針にもとづき、企業の社会的責任(ＣＳＲ)を重視した企業活動を推進してまいります。

また、省エネや省力化、生産効率に寄与する投資を積極的に推進し、長期戦略としては老朽化しつつある板紙

を製造する抄紙設備のスクラップアンドビルドを実践のうえ、一層のコスト競争力を高め更なる飛躍を目指して

まいります。

以上の課題に挑戦する中期経営計画については、これからも役職員一丸となって計画の達成に邁進してまいり

ます。

(４)会社の対処すべき課題

当社といたしましては需要に見合った生産体制と適正価格の維持を含め、環境の変化に対応した経営を目指

し、以下の項目を重点課題として全社一丸となって目標の達成に向けて更なる努力を重ねてまいります。

・営業開発力の強化

販売価格の維持とともに生販一体化体制による顧客サービスの強化などの非価格競争力の強化等により販売

量の安定確保に努めるとともに採算重視の営業活動に徹し、更には開発力の強化による新規取引先の開拓を推

進して質量面での充実を図り、営業基盤の更なる確立を図るよう役職員一丸となって販売活動を強力に推進し

てまいります。

・省エネ・生産効率向上と製品開発力の向上

コスト競争力は企業存続の条件との認識にたち、原燃料等の価格高騰に対処するため、省エネや省力化、生

産効率向上に寄与する投資を積極的に推進し、更なるコスト低減策に取り組むとともに、併せてユーザーニー

ズに合った製品開発力を強化して営業を行ってまいります。

・原材料の安定調達と資材調達コストの低減

当社にとって原材料の安定調達は企業活動を続けていく上で、最重要課題であると同時に、資材調達コスト

が即収益に大きな影響を及ぼすことを十分認識し、市況動向等を注視し原材料の計画的かつ安定的な調達に努

め資材コスト低減を図ってまいります。

・環境保全と品質の安定化

世界的問題である環境については企業の社会的責任を果たす重要な要素であり、環境と共生する循環型社会

実現のためにＩＳＯに基づく活動を展開し更なる環境の改善を図り社会の要請に応えてまいります。

品質に係る活動の成果は、企業価値の創出につながることを自覚の上、顧客が求める品質の安定、向上を目

指し顧客の信頼に応えてまいります。

(５)内部管理体制の整備・運用状況

当該事項につきましては、コーポレート・ガバナンスに関する報告書の「内部統制システムに関する基本的な

考え方及びその整備状況」に記載のとおりであります。

３．経営方針
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４．財務諸表
(１)貸借対照表

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年５月31日)

当事業年度
(平成25年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,155,446 2,433,771

受取手形 1,209,336 1,226,447

売掛金 2,169,230 1,857,815

商品及び製品 302,266 333,185

仕掛品 22,579 27,765

原材料及び貯蔵品 476,309 384,380

前払費用 16,360 15,999

繰延税金資産 144,716 156,456

その他 15,330 939

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 6,509,577 6,434,761

固定資産

有形固定資産

建物 1,992,320 1,996,513

減価償却累計額 △1,277,805 △1,322,394

建物（純額） 714,515 674,119

構築物 426,088 432,240

減価償却累計額 △284,332 △292,598

構築物（純額） 141,755 139,641

機械及び装置 ※  9,905,922 ※  9,997,146

減価償却累計額 △8,241,149 △8,227,772

機械及び装置（純額） 1,664,773 1,769,373

車両運搬具 21,048 19,168

減価償却累計額 △21,048 △19,168

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品 114,860 115,160

減価償却累計額 △98,717 △104,484

工具、器具及び備品（純額） 16,143 10,675

土地 178,452 194,549

リース資産 41,428 44,615

減価償却累計額 △19,851 △19,586

リース資産（純額） 21,576 25,028

建設仮勘定 16,975 18,530

有形固定資産合計 2,754,190 2,831,918

無形固定資産

ソフトウエア 6,891 4,323

電話加入権 1,269 1,269

無形固定資産合計 8,160 5,592

投資その他の資産

投資有価証券 994,147 1,575,947

出資金 9,793 9,793

その他 4,423 4,422

投資その他の資産合計 1,008,363 1,590,162

固定資産合計 3,770,714 4,427,673

資産合計 10,280,292 10,862,434
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年５月31日)

当事業年度
(平成25年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 1,602,301 1,270,606

買掛金 336,063 286,970

リース債務 7,440 10,179

未払金 301,393 370,812

未払費用 375,493 389,057

未払法人税等 47,174 130,394

未払消費税等 － 24,537

預り金 8,356 5,998

設備関係支払手形 92,744 132,886

その他 215 363

流動負債合計 2,771,183 2,621,806

固定負債

リース債務 14,831 15,901

繰延税金負債 77,124 229,263

退職給付引当金 421,416 434,026

役員退職慰労引当金 117,906 133,360

固定負債合計 631,279 812,551

負債合計 3,402,462 3,434,357

純資産の部

株主資本

資本金 821,070 821,070

資本剰余金

資本準備金 734,950 734,950

資本剰余金合計 734,950 734,950

利益剰余金

利益準備金 50,000 50,000

その他利益剰余金

配当準備積立金 58,000 58,000

別途積立金 1,091,419 1,091,419

繰越利益剰余金 3,900,290 4,186,131

利益剰余金合計 5,099,709 5,385,550

自己株式 △209,195 △327,717

株主資本合計 6,446,534 6,613,854

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 431,294 814,223

評価・換算差額等合計 431,294 814,223

純資産合計 6,877,829 7,428,077

負債純資産合計 10,280,292 10,862,434
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(２)損益計算書

（単位：千円）

前事業年度
(自 平成23年６月１日
至 平成24年５月31日)

当事業年度
(自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日)

売上高 9,158,409 8,690,592

売上原価

商品及び製品期首たな卸高 279,129 302,266

当期製品製造原価 7,027,405 6,745,392

当期商品仕入高 255,652 220,820

合計 7,562,187 7,268,480

他勘定振替高 171 1,176

商品及び製品期末たな卸高 302,266 333,185

売上原価合計 7,259,748 6,934,118

売上総利益 1,898,660 1,756,474

販売費及び一般管理費

運搬費 662,265 638,486

保管費 7,478 7,365

販売手数料 8,307 7,380

役員報酬 104,161 91,432

役員退職慰労引当金繰入額 14,055 15,453

従業員給料及び賞与 230,444 218,922

福利厚生費 46,365 61,691

退職給付費用 10,944 10,180

支払手数料 46,140 44,642

賃借料 7,346 6,713

減価償却費 30,090 26,607

その他 139,233 125,176

販売費及び一般管理費合計 1,306,833 1,254,052

営業利益 591,827 502,421

営業外収益

受取利息 85 62

受取配当金 25,242 26,626

受取賃貸料 3,094 3,122

受取保険金 6,113 384

その他 1,511 1,827

営業外収益合計 36,048 32,023

営業外費用

売上割引 3,465 3,311

その他 262 254

営業外費用合計 3,728 3,566

経常利益 624,147 530,877

特別利益

固定資産売却益 360 －

特別利益合計 360 －

特別損失

固定資産除却損 21,945 －

投資有価証券評価損 88,068 －

減損損失 11,548 －

特別損失合計 121,562 －

税引前当期純利益 502,945 530,877

法人税、住民税及び事業税 193,202 223,165

法人税等調整額 90,096 △53,893

法人税等合計 283,298 169,272

当期純利益 219,646 361,605
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原価計算の方法

原価計算の方法は、板紙関連品については組別総合原価計算、美粧段ボール関連品については個別原価計算を採用

しております。

(注)※１．主な内訳は次のとおりであります。

製造原価明細書

前事業年度
(自 平成23年６月１日
至 平成24年５月31日)

当事業年度
(自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日)

区分 注記番号 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

Ⅰ材料費 3,900,950 55.6 3,522,738 52.2

Ⅱ労務費 811,894 11.6 808,128 12.0

Ⅲ経費 ※１ 2,303,917 32.8 2,419,710 35.8

当期総製造費用 7,016,762 100.0 6,750,577 100.0

期首仕掛品たな卸高 33,222 22,579

合計 7,049,985 6,773,157

期末仕掛品たな卸高 22,579 27,765

当期製品製造原価 7,027,405 6,745,392

項目
前事業年度

(自 平成23年６月１日
至 平成24年５月31日)

当事業年度
(自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日)

電力料(千円) 381,062 422,980

燃料費(千円) 675,139 734,672

減価償却費(千円) 316,610 269,404

外注加工費(千円) 114,405 116,876
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(３)株主資本等変動計算書

（単位：千円）

前事業年度
(自 平成23年６月１日
至 平成24年５月31日)

当事業年度
(自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日)

株主資本

資本金

当期首残高 821,070 821,070

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 821,070 821,070

資本剰余金

資本準備金

当期首残高 734,950 734,950

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 734,950 734,950

資本剰余金合計

当期首残高 734,950 734,950

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 734,950 734,950

利益剰余金

利益準備金

当期首残高 50,000 50,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 50,000 50,000

その他利益剰余金

配当準備積立金

当期首残高 58,000 58,000

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 58,000 58,000

別途積立金

当期首残高 1,091,419 1,091,419

当期変動額

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,091,419 1,091,419

繰越利益剰余金

当期首残高 3,764,409 3,900,290

当期変動額

剰余金の配当 △83,766 △75,764

当期純利益 219,646 361,605

当期変動額合計 135,880 285,841

当期末残高 3,900,290 4,186,131

利益剰余金合計

当期首残高 4,963,829 5,099,709

当期変動額

剰余金の配当 △83,766 △75,764

当期純利益 219,646 361,605

当期変動額合計 135,880 285,841

当期末残高 5,099,709 5,385,550
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（単位：千円）

前事業年度
(自 平成23年６月１日
至 平成24年５月31日)

当事業年度
(自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日)

自己株式

当期首残高 △7,987 △209,195

当期変動額

自己株式の取得 △201,208 △118,521

当期変動額合計 △201,208 △118,521

当期末残高 △209,195 △327,717

株主資本合計

当期首残高 6,511,862 6,446,534

当期変動額

剰余金の配当 △83,766 △75,764

当期純利益 219,646 361,605

自己株式の取得 △201,208 △118,521

当期変動額合計 △65,327 167,319

当期末残高 6,446,534 6,613,854

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金

当期首残高 416,121 431,294

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,173 382,928

当期変動額合計 15,173 382,928

当期末残高 431,294 814,223

評価・換算差額等合計

当期首残高 416,121 431,294

当期変動額

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,173 382,928

当期変動額合計 15,173 382,928

当期末残高 431,294 814,223

純資産合計

当期首残高 6,927,983 6,877,829

当期変動額

剰余金の配当 △83,766 △75,764

当期純利益 219,646 361,605

自己株式の取得 △201,208 △118,521

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,173 382,928

当期変動額合計 △50,153 550,247

当期末残高 6,877,829 7,428,077
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(４)キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前事業年度
(自 平成23年６月１日
至 平成24年５月31日)

当事業年度
(自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 502,945 530,877

減価償却費 346,710 296,015

減損損失 11,548 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △29,341 12,610

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,136 15,453

受取利息及び受取配当金 △25,328 △26,689

投資有価証券評価損益（△は益） 88,068 －

有形固定資産除却損 10,254 －

有形固定資産売却損益（△は益） △360 －

売上債権の増減額（△は増加） 24,996 294,303

たな卸資産の増減額（△は増加） △198,017 55,824

仕入債務の増減額（△は減少） 198,288 △380,787

その他 △146,957 92,004

小計 779,670 889,613

法人税等の支払額 △286,162 △140,596

営業活動によるキャッシュ・フロー 493,508 749,017

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △299,756 △288,483

有形固定資産の売却による収入 630 －

無形固定資産の取得による支出 △2,392 △696

投資有価証券の取得による支出 △4,473 △4,579

従業員に対する貸付けによる支出 △1,000 －

従業員に対する貸付金の回収による収入 1,000 －

利息及び配当金の受取額 24,432 27,583

投資活動によるキャッシュ・フロー △281,559 △266,175

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △83,650 △75,752

自己株式の取得による支出 △201,208 △118,521

リース債務の返済による支出 △9,325 △10,242

財務活動によるキャッシュ・フロー △294,183 △204,516

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △82,234 278,325

現金及び現金同等物の期首残高 2,017,681 1,935,446

現金及び現金同等物の期末残高 1,935,446 2,213,771
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該当事項はありません。

１．有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

期末日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法

により算定)を採用しております。

時価のないもの

移動平均法による原価法を採用しております。

２．たな卸資産の評価基準及び評価方法

(１)原材料及び貯蔵品

移動平均法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)を採用しております。

(２)商品及び製品、仕掛品

板紙関連品

移動平均法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)を採用しております。

美粧段ボール関連品

個別法による原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)を採用しております。

３．固定資産の減価償却の方法

(１)有形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 14-38年

機械及び装置 ５-15年

(２)無形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期間(５年)に基づいております。

(３)リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存簿価を零とする定額法を採用しております。

４．引当金の計上基準

(１)貸倒引当金

売上債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により貸倒懸念債権等特

定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(２)退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しておりま

す。

(３)役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えて、退職慰労金支給に関する内規に基づく期末要支給額を計上しており

ます。

５．キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

キャッシュ・フロー計算書における資金は、手許現金と随時引き出し可能な預金からなっております。

６．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。

(５)財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

(重要な会計方針)
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※ 過年度に取得した資産のうち、国庫補助金による圧縮記帳額は 千円であり、貸借対照表計上額はこの

圧縮記帳額を控除しております。

なお、その内訳は機械及び装置 千円であります。

前事業年度(自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

(注)普通株式の自己株式の株式数の増加 千株は、取締役会決議による自己株式の取得による増加 千

株、単元未満株式の買取りによる増加 千株であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(１)配当金支払額

(２)基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

当事業年度(自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

(注)普通株式の自己株式の株式数の増加 千株は、取締役会決議による自己株式の取得による増加 千

株、単元未満株式の買取りによる増加 千株であります。

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

該当事項はありません。

３．配当に関する事項

(１)配当金支払額

(２)基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの

(貸借対照表関係)

252,253

252,253

(株主資本等変動計算書関係)

当事業年度期首株式
数(千株)

当事業年度増加株式
数(千株)

当事業年度減少株式
数(千株)

当事業年度末株式数
(千株)

発行済株式

普通株式 7,000 － － 7,000

自己株式

普通株式(注) 19 666 － 685

666 663

3

決議 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年８月25日
定時株主総会

普通株式 41,884 6 平成23年５月31日 平成23年８月26日

平成24年１月５日
取締役会

普通株式 41,882 6 平成23年11月30日 平成24年２月３日

決議
株式の
種類

配当金の
総額(千円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年８月30日
定時株主総会

普通
株式

37,887 利益剰余金 6 平成24年５月31日 平成24年８月31日

当事業年度期首株式
数(千株)

当事業年度増加株式
数(千株)

当事業年度減少株式
数(千株)

当事業年度末株式数
(千株)

発行済株式

普通株式 7,000 － － 7,000

自己株式

普通株式(注) 685 352 － 1,038

352 350

2

決議 株式の種類
配当金の
総額(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年８月30日
定時株主総会

普通株式 37,887 6 平成24年５月31日 平成24年８月31日

平成25年１月４日
取締役会

普通株式 37,876 6 平成24年11月30日 平成25年２月１日

決議
株式の
種類

配当金の
総額(千円)

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年８月27日
定時株主総会

普通
株式

35,770 利益剰余金 6 平成25年５月31日 平成25年８月28日
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１．その他有価証券

前事業年度(平成24年５月31日)

当事業年度(平成25年５月31日)

２．減損処理を行った有価証券

前事業年度において、有価証券について 千円減損処理を行っております。

また、当事業年度においては、減損処理を行った有価証券はありません。

該当事項はありません。

関連当事者との取引

財務諸表提出会社と関連当事者との取引

(ア)財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

前事業年度(自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日)

当事業年度(自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日)

(有価証券関係)

種類 貸借対照表計上額(千円) 取得原価(千円) 差額(千円)

貸借対照表計上額が取
得原価を超えるもの

株式 792,760 107,489 685,270

小計 792,760 107,489 685,270

貸借対照表計上額が取
得原価を超えないもの

株式 192,627 210,180 △17,553

小計 192,627 210,180 △17,553

合計 985,387 317,669 667,717

種類 貸借対照表計上額(千円) 取得原価(千円) 差額(千円)

貸借対照表計上額が取
得原価を超えるもの

株式 1,566,037 320,891 1,245,146

小計 1,566,037 320,891 1,245,146

貸借対照表計上額が取
得原価を超えないもの

株式 1,150 1,358 △208

小計 1,150 1,358 △208

合計 1,567,187 322,249 1,244,938

88,068

(持分法損益等)

(関連当事者情報)

種類
会社等の名

称又は氏名
所在地

資本金又は

出資金(千円)

事業の内容

又は職業

議決権等の被

所有割合(％)

関連当事者

との関係

取引の

内容

取引金額

(千円)
科目

期末残高

(千円)

その他

の関係

会社の

子会社

森紙販売㈱
京都市

南区
320,000

紙製品卸売

業及び紙器

製造業

直接 0.0
当社製品の

販売

板紙の

販売
888,673 売掛金 338,147

その他

の関係

会社の

子会社

佐賀板紙㈱
佐賀県

小城市
40,000

紙加工品

製造業
なし

当社製品の

販売

板紙の

販売
394,567 売掛金 124,385

種類
会社等の名

称又は氏名
所在地

資本金又は

出資金(千円)

事業の内容

又は職業

議決権等の被

所有割合(％)

関連当事者

との関係

取引の

内容

取引金額

(千円)
科目

期末残高

(千円)

その他

の関係

会社の

子会社

森紙販売㈱
京都市

南区
320,000

紙製品卸売

業及び紙器

製造業

直接 0.0
当社製品の

販売

板紙の

販売
863,982 売掛金 370,017

その他

の関係

会社の

子会社

佐賀板紙㈱
佐賀県

小城市
40,000

紙加工品

製造業
なし

当社製品の

販売

板紙の

販売
373,744 売掛金 135,558
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(イ)財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る。)等

前事業年度(自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日)

当事業年度(自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日)

(注)１．上記(ア)～(イ)の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高には消費税等が含

まれております。

２．取引条件及び取引条件の決定方針等

(１)上記各社への当社製品の販売については、市場実勢を勘案して当社が希望価格を提示し、価格交

渉の上で決定しております。

(２)産業用ガス購入取引等については、「ガス需給に関する基本契約書」及び「ガス需給契約書」を

締結して市場価格で購入しております。

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主に中芯原紙・紙管原紙を主体とした板紙と美粧段ボールの製造、販売を主たる事業としてお

り、それぞれ取り扱う製品について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しているため、報告セグメント

を「板紙事業」及び「美粧段ボール事業」の２つとしております。

「板紙事業」は、段ボール製造用原紙の一品種である中芯原紙及び紙、布、セロファン、テープ、糸など

の巻しんに使用される紙管原紙の製造販売を、「美粧段ボール事業」は、青果物、食品、家電製品等の包装

箱や贈答箱の製造販売を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理は、「重要な会計方針」における記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益に基づいた数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市

場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 平成23年６月１日 至 平成24年５月31日)

(単位：千円)

種類
会社等の名

称又は氏名
所在地

資本金又は

出資金(千円)

事業の内容

又は職業

議決権等の被

所有割合(％)

関連当事者

との関係

取引の

内容

取引金額

(千円)
科目

期末残高

(千円)

役員 岡﨑 彬 － －

岡山ガス㈱

代表取締役

社長

直接 0.4

当社の仕入

先である岡

山ガス株式

会社の代表

取締役社長

産業用ガ

ス購入取

引等

933,938 未払金 64,213

種類
会社等の名

称又は氏名
所在地

資本金又は

出資金(千円)

事業の内容

又は職業

議決権等の被

所有割合(％)

関連当事者

との関係

取引の

内容

取引金額

(千円)
科目

期末残高

(千円)

役員 岡﨑 彬 － －

岡山ガス㈱

代表取締役

社長

直接 0.4

当社の仕入

先である岡

山ガス株式

会社の代表

取締役社長

産業用ガ

ス購入取

引等

1,032,229 未払金 89,664

(セグメント情報等)

報告セグメント
合計

調整額
(注)１

財務諸表計上額
(注)２板紙事業

美粧段
ボール事業

計

売上高

外部顧客への売上高 7,646,640 1,511,769 9,158,409 9,158,409 － 9,158,409
セグメント間の内部
売上高又は振替高

63,955 21,125 85,081 85,081 △85,081 －

計 7,710,595 1,532,894 9,243,490 9,243,490 △85,081 9,158,409

セグメント利益 515,912 75,914 591,827 591,827 － 591,827

セグメント資産 6,349,338 945,015 7,294,354 7,294,354 2,985,937 10,280,292

その他の項目

減価償却費 287,237 59,473 346,710 346,710 － 346,710

減損損失 － － － － 11,548 11,548

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

380,084 12,900 392,985 392,985 4,000 396,985
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(注)１．調整額は、以下のとおりであります。

(１)セグメント資産の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない現金及び預

金、投資有価証券等であります。

(２)減損損失の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産に係る減損損

失であります。

(３)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額 千円は、各報告セグメントに配分して

いない全社資産の設備投資額であります。

２．セグメント利益は損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当事業年度(自 平成24年６月１日 至 平成25年５月31日)

(単位：千円)

(注)１．調整額は、以下のとおりであります。

(１)セグメント資産の調整額 千円は、各報告セグメントに配分していない現金及び預

金、投資有価証券等であります。

(２)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額 千円は、各報告セグメントに配分し

ていない全社資産の設備投資額であります。

２．セグメント利益は損益計算書の営業利益と調整を行っております。

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

該当事項はありません。

損益計算書、キャッシュ・フロー計算書、リース取引、金融商品、デリバティブ取引、税効果会計、退職給

付、ストック・オプション等、企業結合等、資産除去債務、賃貸等不動産に関する注記事項については、決算短

信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しています。

2,985,937

11,548

4,000

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

財務諸表計上額
(注)２板紙事業

美粧段
ボール事業

計

売上高

外部顧客への売上高 7,203,324 1,487,268 8,690,592 8,690,592 － 8,690,592
セグメント間の内部
売上高又は振替高

79,268 22,216 101,484 101,484 △101,484 －

計 7,282,592 1,509,484 8,792,077 8,792,077 △101,484 8,690,592

セグメント利益 386,766 115,654 502,421 502,421 － 502,421

セグメント資産 6,013,064 994,618 7,007,683 7,007,683 3,854,751 10,862,434

その他の項目

減価償却費 251,065 44,950 296,015 296,015 － 296,015

有形固定資産及び無
形固定資産の増加額

290,634 64,144 354,778 354,778 16,396 371,175

3,854,751

16,396

(１株当たり情報)

項目
前事業年度

(自 平成23年６月１日
至 平成24年５月31日)

当事業年度
(自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日)

１株当たり純資産額 円1,089.19 円1,245.94

１株当たり当期純利益金額 円32.66 円58.53

前事業年度
(自 平成23年６月１日
至 平成24年５月31日)

当事業年度
(自 平成24年６月１日
至 平成25年５月31日)

当期純利益金額(千円) 219,646 361,605

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益金額(千円) 219,646 361,605

期中平均株式数(株) 6,724,509 6,178,308

(重要な後発事象)

(開示の省略)
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(１)役員の異動

①代表者の異動

取締役会長 広瀬靖弘(現 代表取締役社長)

代表取締役社長 津川孝太郎(現 取締役技術統括部長)

②その他の役員の異動

・退任予定取締役

常務取締役営業統括部長 原始禧(顧問 就任予定)

③異動予定日

平成25年８月27日

(２)生産、受注及び販売の状況

①生産実績

当事業年度の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

(注)１．板紙事業の生産実績は板紙の生産数量(自家消費分を含む)に平均販売価格を乗じた金額を、また美粧

段ボール事業の生産実績は販売金額を記載しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

②受注状況

板紙事業については、顧客が特定しているため需要を予測して見込生産を、また美粧段ボール事業は、受注

生産を行っておりますが、いずれの製品も受注から生産・納入に至るまでの期間が短く期末における受注残高

は少ないので、次に記載する販売実績を受注実績とみなしても大差はありません。

③販売実績

当事業年度の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

(注)１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

５．その他

セグメントの名称

当事業年度

(自 平成24年６月１日

至 平成25年５月31日)

前年同期比(％)

板紙事業(千円) 7,310,692 △5.6

美粧段ボール事業(千円) 1,487,268 △1.6

合計(千円) 8,797,960 △5.0

セグメントの名称

当事業年度

(自 平成24年６月１日

至 平成25年５月31日)

前年同期比(％)

板紙事業(千円) 7,203,324 △5.8

美粧段ボール事業(千円) 1,487,268 △1.6

合計(千円) 8,690,592 △5.1
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